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 This report is about ”OTOME exhibition” exhibited at an gallery 
in Kobe from 17th to 27th of October in 2010. 
What is “OTOME (the meaning is girl in Japanese)” ? 
It is not only illustrations exhibition that the theme is “woman” or 
“girl”. After supposing that what “the first girls cartoon” in Japan is, 
what “Jyojyo-ga (lyric picture)” influenced by girls cartoon is, how 
the girl’s culture has changed since early Showa period until today 
and how subculture has existed until now besides how it will exists 
hereafter from resting on the supposition that “ the source of 
culture is magazines” from early Showa period until today and 
referring to that social background and how the matter of gender 
has affected girl’s culture, we developed a theory that change in 
characters in “famous people’s essay” popular nowadays, “comic”, 
“computer game”, “light novel” and also the fact ”girl’s cartoon is 
heterodox culture” as another light and experimented whether we 
make any difference from exhibiting the works come to the 
surface or not by outputting a modern figure of “OTOME” from 
men’s point of view and an original figure of “OTOME” from 
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はじめに 
 



























































































































































神 戸 芸 術 工 科 大 学 紀 要「 芸 術 工 学 2 0 1 1 」 （ 報 告 ） 
ことにより、現在もなお人気を博し、老若男女の知る所と
なり、2012 年現在の夏にも、映画化の続き（『エヴァン
ゲリオン新劇場版；序』2007 年 9 月 1 日公開、続いて『エ









 しかし、まんが論としては、手塚治虫（1928 年 11 月 3
日〜1989 年 2 月 9 日）の研究書、映画的手法論をはじめ、
戦後のものや、表現の手法など様々にはあるが、私は、そ
の中ではあまりふれられていない分野である「少女まん



















































































 さらに「少女まんが」の方面では、「花の 24 年組」（昭




























 戦前には『少女画報』が 1912 年に創刊、1923 年に『少
女倶楽部』、そこで活躍したのが蕗谷虹児（1898 年 12
月 2 日〜1979 年 5 月 6 日）、高畠華宵（1888 年 4 月 6
日〜1966 年 7 月 31 日）である。 
 また、1950 年半ばから『ジュニアそれいゆ』で活躍し
た、内藤ルネ（1932 年 11 月 20 日〜2007 年 10 月 24 日）
1950 年、雑誌『少女』にてデビューした高橋真琴（1934
年 8 月 27 日〜）などの影響も大きい。高橋真琴は 1953
年に貸本まんがで、すでにデビューしていたり、花村えい






























淳一（1913 年 2 月 16 日〜1983 年 4 月 19 日）、松本か
つぢ（1904 年 7 月 25 日〜1986 年 5 月 13 日）、さらに
それ以前の、竹久夢二（1884 年 9 月 16 日〜1934 年 9 月















































 「11 月のギムナジウム」（『別冊少女コミック』1971 
年 11 月号）、「トーマの心臓」（『別冊少女コミック』
1974 年 19 号〜52 号）（著・萩尾望都）と「風と木の詩」
（『週刊少女コミック』10 号〜『プチフラワー』1982 年















































1986 年 1・2 合併号〜1990 年 49 号）と「キャプテン翼」
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 図 8）purple 
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＜作品内容＞   
○著・杉浦由美子、『腐女子化する世界』、中公新書ラク
レ、2006 年 10 月 
・三好卓作品  
図1）F12号（606×500） アクリルガッシュ   
図2）F10号（530×455） アクリルガッシュ  ○松本品子・編、『高畠華宵 大正・昭和☆レトロビュー
ティー』、河出書房新書、2004 年 1 月 図3）F10号（530×455） アクリルガッシュ  
 
 ○著・高橋真琴、『少女ロマンス 高橋真琴の世界』、
PARUCO 出版、1999 年 11 月 ・杉本まりこ作品  
 
図4）F6（409×318） カラーインク  ○著・花村えい子、『花村えい子のハッピーガールズコレ
クション』、アスペクト、2010 年 3 月 図5）F6（409×318） カラーインク  
 図6）F6（409×318） カラーインク  
○GAINAX 総監修、ビジュアルガイドブック『週刊エヴ
ァンゲリオンクロニクル 新訂版』、DeAGOSTINI、2010
年 1 月〜2011 年 1 月 
図7）F6（409×318） カラーインク  
図8）F6（409×318） カラーインク  
